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８
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

３１

生
文
教
委
員
会（
水
上
洋
志
委
員
長
）

に
付
託
し
、
９
月　

日
、　

月　

日
、

１０

１１

１９

　

月　

日
の
計
３
回
に
わ
た
り
審
査

１２

１０

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
平
成　

年
１
月
の
難

２７

病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す

る
法
律
の
施
行
を
受
け
、
難
病
患
者

の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
の
対
象
疾

病
が
大
幅
に
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
状
況
に
合
わ
せ
て
改
正
す
る
こ

と
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
所
得
制
限

及
び
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
と
の
併

給
制
限
等
を
新
た
に
設
け
、
手
当
の

支
給
要
件
を
改
め
る
も
の
で
す
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

１２

２０

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
の
理
由
は
、
対
象
疾
病
が
大

幅
に
増
え
る
こ
と
を
理
由
に
、
軽
度

者
な
ど
約　

％
を
支
給
対
象
か
ら
外

４０

す
こ
と
が
合
理
的
配
慮
を
求
め
た
法

律
や
市
の
条
例
に
反
す
る
。
ま
た
大

幅
に
増
え
る
と
い
う
客
観
的
根
拠
は

示
せ
て
い
な
い
。
市
は
難
病
者
の
生

活
実
態
を
調
査
も
せ
ず
に
条
例
を
提

案
し
た
が
、
難
病
者
の
尊
厳
を
奪
う

も
の
で
あ
り
、
許
さ
れ
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

　

手
当
支
給
の
対
象
疾
病
拡
大
に
は

賛
成
だ
が
、
経
費
抑
制
の
た
め
支
給

制
限
を
設
け
る
こ
と
に
は
賛
成
で
き

な
い
。
難
病
医
療
法
は
施
行
以
来
、

難
病
を
持
つ
方
の
中
で
不
平
等
・
不

公
平
感
を
な
く
す
た
め
、
対
象
疾
病

を
増
や
し
て
い
る
が
、
条
例
改
正
で

新
た
な
不
平
等
感
を
生
み
出
し
か
ね

難
病
者
福
祉
手
当
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

な
い
。
難
病
の
種
類
や
程
度
に
関
わ

ら
な
い
支
援
策
の
確
立
を
求
め
る
。

 　

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
の
理
由
は
、
虚
難
病
者
福
祉

手
当
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
声
も
聞

か
ず
、
約　

％
も
の
対
象
者
を
外
す

４０

と
い
う
削
減
が
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
許
保
育
計
画
の
策
定
は
必
要

だ
が
、
公
立
保
育
園
の
民
営
化
が
同

時
に
進
め
ら
れ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。

距
学
校
施
設
管
理
の
委
託
が
進
め
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら

本
議
案
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

鈴
木
成
夫
（
み
ら
い
）

　

虚
民
間
保
育
所
の
児
童
安
全
対
策
。

許
公
・
民
を
問
わ
ず
市
民
参
加
で
保

育
の
在
り
方
を
検
討
す
る
保
育
計
画

策
定
委
員
会
設
置
。
距
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
お
け
る
児
童
の

指
標
再
判
定
経
費
。
鋸
難
病
福
祉
手

当
改
定
に
伴
う
市
民
説
明
会
関
連
経

費
が
計
上
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
必
要
と

さ
れ
な
が
ら
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た

取
組
を
高
く
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

予
算
計
上
さ
れ
た
保
育
計
画
策
定

は
、
私
も
幾
度
と
な
く
求
め
て
き
た

も
の
。
快
く
賛
成
し
た
い
が
、
市
全

体
の
保
育
の
将
来
像
を
こ
れ
か
ら
協

議
す
る
の
に
、
そ
の
運
営
主
体
の
１

つ
で
重
要
な
役
割
を
担
う
公
立
園
の

民
営
化
を
同
時
並
行
で
進
め
る
こ
と

は
プ
ロ
セ
ス
上
大
き
な
矛
盾
が
あ
り
、

将
来
に
わ
た
り
良
い
保
育
を
作
る
こ

と
に
繋
が
ら
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

平
成　

年
度
一
般
会
計

３０

補
正
予
算
（
第
５
回
）

審
議
し
た
主
な
議
案

 　
　

月
６
日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

１２
務
企
画
委
員
会（
小
林
正
樹
委
員
長
）

に
付
託
し
、　

月　

日
、　

日
の
計

１２

１２

１８

２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
東
京
都
人
事
委
員
会

勧
告
等
を
踏
ま
え
、
正
規
職
員
及
び

再
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
の
年
間
支

給
月
数
の
引
上
げ
と
、
給
料
表
改
定

を
行
う
も
の
で
す
。

　
　

月　

日
の
委
員
会
で
は
、
修
正

１２

１２

案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
し
た
後
、
修

正
部
分
を
除
く
原
案
に
つ
い
て
、
起

立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
修
正

１２

２０

案
に
つ
い
て
否
決
し
た
後
、
原
案
に

つ
い
て
採
決
を
行
い
、
起
立
採
決
の

結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

吹
春
や
す
た
か
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、
勤
勉
手
当

を
引
上
げ
る
議
案
が
可
決
さ
れ
、
今

定
例
会
で
も
勤
勉
手
当
の
増
額
及
び

給
料
表
の
増
額
等
と
な
る
議
案
が
提

出
さ
れ
た
。
私
達
は
東
京
都
人
事
委

員
会
勧
告
に
は
基
本
的
に
賛
成
す
る

と
い
う
立
場
で
あ
る
も
の
の
、
過
去

か
ら
の
経
緯
や
行
財
政
改
革
の
停
滞
、

人
件
費
総
額
が
増
え
続
け
る
現
状
を

鑑
み
、
本
議
案
に
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

　

反
対
の
理
由
は
次
の
と
お
り
。
虚

西
岡
市
長
就
任
後
、
職
員
の
総
額
人

件
費
は
拡
大
し
た
。
市
長
が
公
約
し

た
人
件
費
削
減
に
明
確
に
反
す
る
。

許
職
員
の
年
間
人
件
費
は
平
均
的
市

民
の
水
準
に
比
べ
て
か
な
り
割
高
で

あ
る
。
更
に
引
き
上
げ
て
平
均　

万
７７１

円
、
最
高
１
千　

万
円
に
す
る
必
要

３７２

が
あ
る
と
は
到
底
思
え
な
い
。
距
市

民
生
活
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

 　

３
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

２８

生
文
教
委
員
会（
水
上
洋
志
委
員
長
）

に
付
託
し
、
４
月　

日
、
５
月
９
日
、

２６

７
月　

日
、　

月　

日
、　

月　

日

２０

１１

１９

１２

１０

の
計
５
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
条
例
は
、
小
学
校
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
の
児
童
に
つ
い
て
、
医

療
費
助
成
の
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る

こ
と
に
よ
り
、
疾
病
の
早
期
発
見
・

医
療
機
関
へ
の
早
期
受
診
の
促
進
に

よ
る
重
症
化
の
防
止
、
ま
た
、
特
別

区
と
多
摩
地
域
で
の
医
療
費
助
成
の

内
容
に
お
け
る
格
差
の
是
正
等
を
目

的
と
し
て
、
議
員
か
ら
提
案
し
ま
し

た
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

１２

２０

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

岸
田
正
義
（
み
ら
い
）

　

４
人
世
帯
の
国
民
平
均
年
収
約　
４４８

万
円
に
対
し
、
所
得
制
限
は
年
収
約

１
千
万
円
で
あ
る
。
厳
し
い
財
政
状

況
で
は
一
定
の
線
引
き
は
や
む
を
得

ず
、
あ
れ
も
こ
れ
も
で
は
な
く
、
あ

れ
か
こ
れ
か
の
選
択
と
集
中
が
迫
ら

れ
て
お
り
、
学
校
施
設
の
老
朽
化
対

策
等
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
と

や
っ
た
方
が
良
い
事
は
現
段
階
で
は

区
別
す
る
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

子
ど
も
の
医
療
費
に
関
す
る
重
要

な
制
度
で
自
治
体
間
の
格
差
が
あ
る

こ
と
に
驚
か
れ
る
方
も
多
い
。
特
別

区
は
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

が
無
料
、
多
摩
地
域
で
も
助
成
を
拡

充
す
る
自
治
体
が
増
え
る
中
、「
子

育
て
環
境
日
本
一
」
を
信
じ
て
転
入

し
て
来
ら
れ
る
方
も
お
り
、
本
市
も

決
断
す
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
に
来
た
。

状
況
的
に
も
実
現
可
能
と
考
え
る
。

義
務
教
育
就
学
児
の

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

子
ど
も
の
教
育
、
医
療
費
は
本
来

国
が
無
償
化
す
べ
き
。
条
例
案
で
は

一
般
財
源
で
約
２
千　

万
円
必
要
。

８００

最
優
先
と
す
べ
き
理
由
が
見
え
な
い
。

一
定
以
上
の
所
得
層
の
医
療
費
が
無

料
な
ら
受
診
抑
制
や
虐
待
予
防
に
繋

が
る
と
い
う
デ
ー
タ
は
な
い
。
更
に

小
児
科
医
の
誘
致
も
必
要
。
虐
待
や

緊
急
性
の
高
い
子
ど
も
施
策
な
ど
、

ま
ず
は
ニ
ー
ズ
調
査
が
必
要
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

市
が
行
っ
た
ニ
ー
ズ
調
査
や
意
識

調
査
で
は
、
経
済
的
支
援
を
求
め
る

意
見
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
小
学
校

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

助
成
の
所
得
制
限
撤
廃
は
市
民
の
願

い
に
沿
う
。
医
療
機
関
を
受
診
し
や

す
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
気
の
長

期
化
、
重
症
化
を
抑
え
、
結
果
的
に

受
診
件
数
の
減
、
医
療
費
の
削
減
に

つ
な
が
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

沖
浦
あ
つ
し
（
こ
が
あ
す
）

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、

子
育
て
世
帯
が
住
む
ま
ち
を
決
め
る

際
、
数
あ
る
自
治
体
制
度
の
中
で
必

ず
や
確
認
す
る
項
目
で
あ
り
、
こ
の

ま
ち
に
移
り
住
み
た
い
、
子
育
て
を

し
た
い
と
思
わ
れ
る
た
め
に
、
向
き

合
う
べ
き
施
策
で
あ
る
。
小
学
校
３

年
生
ま
で
の
所
得
制
限
撤
廃
は
、
近

隣
他
市
比
較
で
平
均
と
な
る
の
は
妥

当
で
あ
る
と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。

 【　

月　

日
】

１２

１８

▼　

本
町
住
宅
の
建
て
替
え
に
係
る

都
市
計
画
変
更
に
つ
い
て（
本

町
四
丁
目
地
区
地
区
計
画
の
決

定
、
一
団
地
の
住
宅
施
設
の
廃

止
、
本
町
第
一
公
園
及
び
本
町

第
二
公
園
の
変
更
）

▼　

三
楽
公
園
の
都
市
計
画
変
更
に

つ
い
て

全
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し

全
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
たた

閉会中の委員会日程及び審査案件
庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
１月２１日（月）午後１時
▶新市庁舎の床面積縮減等による建築コスト削減等を求
める陳情書　▶市庁舎の建設面積を縮減することにより、
図書館本館の建設を進めることを求める陳情書　▶公民
館本館を新福祉会館と併設する旨の議会意思の確定を求
める陳情書　▶新庁舎の床面積の大幅増に反対し、コン
パクトでコストダウンの建設を求める陳情書　▶庁舎建
設予定地の大型樹木を保全し、小金井らしい緑豊かな庁
舎とすることを求める陳情書（その１）　 ▶庁舎建設予
定地の大型樹木を保全し、小金井らしい緑豊かな庁舎と
することを求める陳情書（その２）　 ▶庁舎建設予定地
の大型樹木を保全し、小金井らしい緑豊かな庁舎とする
ことを求める陳情書（その３）　 ▶庁舎建設予定地の大
型樹木を保全し、小金井らしい緑豊かな庁舎とすること
を求める陳情書（その４）　 ▶多くの市民が利用する福
祉会館は、多くの職員がいる市庁舎の北側ではなく、採
光や眺望の良い南面に建設することを求める陳情書　▶
庁舎建設予定地北側（ＪＲ中央線高架下）からの道路の
恒久的確保を求める陳情書　▶環境配慮型公共施設のモ
デルとなる「新庁舎・新福祉会館」（グリーン庁舎）の
実現を求める陳情書　▶庁舎及び福祉会館建設等に係る

諸問題の調査
行財政改革推進調査特別委員会
１月２２日（火）午前１０時
▶行財政改革の推進に係る諸問題の調査
議会運営委員会
１月２３日（水）午前１０時
２月１５日（金）午後２時
▶市議の視察日当（日額２８００円）を廃止し、「議会だより」
フルカラー印刷化等の財源を捻出することを求める陳情
書　▶市議会議員定数に関して、市民の意向調査を求め
る陳情書　▶議会改革に関する諸問題の調査　▶①次期
定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議日割等、議会
運営に関する調査、議会の会議規則、委員会条例等に関
する調査、②議会の会議規則、委員会条例等に関する調
査、③議会運営に関する議長の諮問事項について
総務企画委員会
１月２８日（月）午前１０時
▶小金井市の予算査定に関する調査及び財政援助団体の
財務等の調査を求める陳情書　▶東小金井駅北口駅前周
辺に金融機関（郵便局）の誘致を求める陳情書　▶ペン
ス副大統領ほか米国の文民要人が我が国入出国の際、在
日米軍専用施設、横田飛行場等を使わないことを求める

意見書提出陳情書　▶小金井市公共施設等総合管理計画
の進捗状況と方針についての諸問題の調査
厚生文教委員会
１月２９日（火）午前１０時
▶小金井市子どもの権利に関する条例の一部を改正する
条例　▶公益財団法人小金井市体育協会への補助金の一
部返還に関する陳情書　▶都において児童相談所・警察・
学校などの連携・協力を進め、児童虐待防止対策の抜本
強化・拡充するため意見書提出を求める陳情書　▶福祉
的視点から、相談者に寄り添った母子父子自立支援員・
婦人相談員の相談体制の充実を求める陳情書　▶市の体
育施設の自販機利益は市として収入し、市内スポーツ団
体に平等に配分することを求める陳情書　▶国に対し、
「幼児教育・保育の無償化に関する意見書の提出を求め
る」陳情書　▶子ども施策に関する諸問題の調査　▶小
金井市保健福祉総合計画の策定と運用について
建設環境委員会
２月４日（月）午前１０時
▶小金井市のリサイクル事業所の継続をのぞむ陳情書　
▶駅周辺整備に関する調査　▶市内都市計画及び住環境
に関する調査　▶資源循環社会形成に関する調査


